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ラットの副畢丸より採取した精子を 5 回洗練後， Comp1ete Freund's adjuvant と混和して家
兎を免疫して抗ラット精子血清を得た。他臓器に対する抗体を除くため， 乙の抗血清を 1m1 につ
きラットの乾燥腎 50mg と乾燥肝 lOmg で吸収して吸収抗ラット精子血清とした。 ラットの精子，
腎， 肝，血衆，成熟畢丸， 生後30日目の畢丸と副畢丸(何れも精子を含有せず)，生後15 日目の畢




日畢丸とのみ沈降fi;:を形成した。沈降帯数は， 30 日畢丸では 1 本，成熟畢丸及び精子ではこれに加
えて更に 1 本の主沈降帯と Faint line が各 1 本検出された。
以上の結果は次の如く解釈される: (a)精子，成熟畢丸及び30日畢丸には，腎や肝などにはない特













(2) 不妊婦人の血清精子不動化試験:非働化被検血清~ O.25ml に，新鮮精液(60X 105/ml)0.025ml 
と補体(モノレモット血清) 0.05ml を加えて320 C で60分間 incubate 後，その精子運動率T96
を算定する口同時に対照試験(正常人血清を使用)における精子運動率 C 労も算定し， C/T 
をもって血清精子不動化力価した。原発性不妊症婦人 114 例に本検査を実施して，血清精子不
動化力価2.6以上のものを 3 例 (2.6労)検出することが出来た。
(3) 不妊婦人血中精子不動化因子が抗体の性質-を有することの証明:血清精子不動化力価25を示
した不妊婦人の血中精子不動化因子が，次のような抗体としての諸性質をもっていることを実
証じた口 (a)透析不能の高分子物質であり，血清 r-globulin 分画中に存在する: (b)補体と共働
して初めて精子不動化作用を発揮する: (c)精子により吸収され，精柴及び腎によっては吸収さ
れない: (d)精子に吸着後， 60 0 C で20 分間加熱すると精子より解離する口更に補足的実験とし




しないが， 30 日自になると未だ精子の形成を見ぬにも拘わらず臨細胞に特異な抗原が 1 種現わ
れ，成熟して精子が形成されると更に別の主要特異抗原が 1 種乙れに加わる。この他に微量抗原
も精子及び成熟畢丸より各 1 検出された口














え，且つ不妊症婦人の rÍfl rjl より精子不動化因子を検出するとともに，それが抗体であることを確証し
た。即ち精子免疫現象によっても不妊症の成立をみること及び将来精子免疫を基盤とする積極的な避
妊法が人においても不可能ではないことにまで論及した新しい研究であり，精子免疫研究の新分野を
開拓した有意義な研究であると考えられる。
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